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活
力
あ
る
伊
勢
崎
か
ら
群
馬
を
元
気
に
！

活
力
あ
る
伊
勢
崎
か
ら
群
馬
を
元
気
に
！

『
や
る
！
本
気
‼
の
一
般
質
問
‼
』

　

群
馬
県
議
会
平
成
二
十
九
年
第
二
回
定
例
会
に
お
い
て一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。今
回
も
地
元・伊
勢
崎
市
よ
り
多
く
の
方
々
が
傍
聴
に
お
越
し
頂
き

ま
し
た
。皆
様
方
の
熱
い
声
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

１ 

本
県
の
財
政
に
つ
い
て

（
１
） 

本
県
の
退
職
者
数
及
び
退
職
手
当
支
給
額
の
今
後
の
見
通
し
に

　
　
　

つ
い
て

（
２
） 

県
設
置
の
基
金
の
状
況
と
そ
の
運
用
に
つ
い
て

（
３
） 

財
政
調
整
基
金・減
債
基
金
の
状
況
に
つ
い
て

（
４
） 

中
期
財
政
計
画
の
必
要
性
に
つ
い
て

（
５
） 

本
県
の
中
長
期
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

　

本
県
の
財
政
問
題
に
つ
い
て
は
、財
政
調
整
基
金・減
債
基
金
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、

よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
予
算
編
成
や
歳
出
の
見
直
し
等
、安
定
的
な
財
政
運
営
を

訴
え
る
と
共
に
、本
県
で
未
策
定
の
中
期
財
政
計
画
の
策
定
を
要
望
致
し
ま
し
た
。

２ 

本
県
の
河
川
の
整
備
に
つ
い
て

（
１
） 

河
川
整
備
の
方
針
に
つ
い
て

（
２
） 

利
根
川
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

　

道
路
整
備
だ
け
で
は
な
く
、近
年
多
発
す
る
水
害
に
備
え
た
河
川
整
備
の
必
要
性

も
訴
え
ま
し
た
。ま
た
、地
元・伊
勢
崎
付
近
の
利
根
川
に
お
い
て
は
、無
提
に
よ
り

計
画
高
水
流
量
を
安
全
に
流
下
出
来
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。現
在
整
備
が
進
む

『
宮
郷
工
業
団
地
』は
浸
水
想
定
区
域
に
も
入
っ
て
お
り
、洪
水
等
が
発
生
し
た
際
、

地
元
産
業
へ
の
被
害
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。地
元
住
民
の
皆
様
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
早
急
な
堤
防
の
整
備
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

３ 

本
県
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
『
本
県
の
空
き
家
対
策
』に
お
い
て
は,

本
県
の
空
き
家
数
が
十
五
万
戸
を
超
え
、

全
国
で
九
番
目
に
高
い
空
き
家
率（
十
六
．六
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。平
成
二
十
七
年

に
全
面
施
行
さ
れ
た『
空
き
家
対
策
特
措
法
』を
踏
ま
え
、増
加
す
る
空
き
家
へ
の

市
町
村
の
取
組
状
況
を
質
す
と
共
に
、県
の
支
援
を
要
望
致
し
ま
し
た
。

４ 

本
県
の
農
業
に
つ
い
て

（
１
） 

集
落
営
農
組
織
へ
の
支
援
に
つ
い
て

（
２
） 

主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

　

就
農
者
の
高
齢
化
や
農
業
の
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
、将
来
、運
営
に
不
安
の
あ
る

集
落
営
農
組
織
へ
の
支
援
を
要
望
致
し
ま
し
た
。ま
た
、国
会
で
主
要
農
作
物
種
子
法

が
廃
止
さ
れ
た
事
に
よ
る
本
県
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
質
し
、種
子
生
産
を
行
う

農
家
の
方
々
が
安
心
し
て
生
産
を
継
続
出
来
る
様
、各
種
支
援
を
要
望
致
し
ま
し
た
。

５ 

技
能
五
輪
に
お
け
る
本
県
選
手
の
活
躍
と
若
手

　

 

技
能
者
育
成
に
つ
い
て

　

二
〇
一
七
年
十
月
に
地
元・伊
勢
崎
市
堀
下
町
よ
り 

左
官
工 

小
谷
野 

貴
光
氏
が

本
県
か
ら
は
十
六
年
ぶ
り
と
な
る
技
能
五
輪
国
際
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。こ
の
事
を

例
に
挙
げ
各
種
技
能
大
会
へ
出
場
す
る
選
手
へ
の
支
援
や
環
境
整
備
の
必
要
性
を
訴
え
、

人
手
不
足
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
本
県
の
若
手
技
能
者
の
育
成
を
要
望
致
し
ま
し
た
。

６ 

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

　

最
後
の
項
目
で
は
今
ま
で
の
一
般
質
問
で
も
随
時
取
り
上
げ
て
来
た
介
護
職
員
の

方
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る

介
護
人
材
の
確
保・定
着
に
向
け
て
、介
護
施
設
に
お
け
る
介
護
職
員
処
遇
改
善

加
算
の
算
定
を
、県
と
し
て
さ
ら
に
進
め
て
欲
し
い
旨
を
強
く
要
望
致
し
ま
し
た
。

介
護
職
員
の
方
々
が
や
り
が
い
の
持
て
る
職
場
環
境
の
実
現
を
今
後
も
訴
え
て

参
り
ま
す
。

平
成
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十
九
年
度 

第
二
回
定
例
会
一
般
質
問
要
項
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が
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し
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退
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今
後
の
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設
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本
県
の
財
政
問
題
に
つ
い
て
は
、財
政
調
整
基
金・減
債
基
金
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、

よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
予
算
編
成
や
歳
出
の
見
直
し
等
、安
定
的
な
財
政
運
営
を

訴
え
る
と
共
に
、本
県
で
未
策
定
の
中
期
財
政
計
画
の
策
定
を
要
望
致
し
ま
し
た
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２
本
県
の
河
川
の
整
備
に
つ
い
て

（
１
）
河
川
整
備
の
方
針
に
つ
い
て

（
２
）
利
根
川
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

道
路
整
備
だ
け
で
は
な
く
、近
年
多
発
す
る
水
害
に
備
え
た
河
川
整
備
の
必
要
性

も
訴
え
ま
し
た
。ま
た
、地
元・伊
勢
崎
付
近
の
利
根
川
に
お
い
て
は
、無
提
に
よ
り

計
画
高
水
流
量
を
安
全
に
流
下
出
来
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。現
在
整
備
が
進
む

『
宮
郷
工
業
団
地
』は
浸
水
想
定
区
域
に
も
入
っ
て
お
り
、洪
水
等
が
発
生
し
た
際
、

地
元
産
業
へ
の
被
害
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。地
元
住
民
の
皆
様
の
安

安
全
の
た
め
に
早
急
な
堤
防
の
整
備
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

３
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県
の
空
き
家
対
策
に
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い
て

　
『
本
県
の
空
き
家
対
策
』に
お
い
て
は,

本
県
の
空
き
家
数
が
十
五
万
戸
を
超
え
、

全
国
で
九
番
目
に
高
い
空
き
家
率（
十
六
．六
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。平
成
二
十
七
年

に
全
面
施
行
さ
れ
た『
空
き
家
対
策
特
措
法
』を
踏
ま
え
、増
加
す
る
空
き
家
へ
の

平
成
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十
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年
度
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二
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定
例
会
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般
質
問
要
項
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活
力
あ
る
伊
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崎
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群
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活
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伊
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崎
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活
力
あ
る
伊
勢
崎
か
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群
馬
を
元
気

▲来年度(平成３０年度)の当初予算に対する重点要望事項を県の執行部
へ伝達致しました。自民党群馬県連　文教警察部会長として団体の要望
に一つでも多く応えられる様、尽力して参ります。
（本人中央）

平成３０年（2018）3月吉日 発行
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▲県議会での一般質問にて ▲大澤知事（右手前）へ質問をする原かずたか

▲国道50号バイパス（前橋笠懸道路）の早期完成に向け、前橋・伊勢崎・
みどり・桐生選出の県議会議員・国会議員の先生方と国土交通省を訪ね、
『国道50号前橋笠懸道路 建設促進要望書』を提出致しました。旧知の
仲である秋本 司国土交通副大臣にも直接お会いし、一刻も早い完成を
お願いしました。
（JC時代からの友人・秋本 司 国土交通副大臣と）

県政についてのご質問・お問合せは上記の原かずたか事務所までお願いします。

議 会
レポート
議 会
レポート

文
教
警
察
常
任
委
員
会

　  

委
員
長
を
拝
命

文
教
警
察
常
任
委
員
会

　  

委
員
長
を
拝
命

 
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

拝
啓 
春
暖
の
候 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
原
か
ず
た
か
に
対
し
ま
し
て
多
大
な
る
ご
支
援
、ご
指
導
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度（
平
成
二
十
九
年
度
）群
馬
県
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
文
教
警
察
常
任

委
員
会
の
委
員
長
を
拝
命
さ
せ
て
頂
い
た
ほ
か
、議
会
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
の『
議
会
運
営

委
員
会
』に
も
所
属
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
現
在
、地
元
伊
勢
崎
市
に
お
い
て
は
、三
五
四
号

バ
イ
パ
ス
の
開
通
や
、
宮
郷
工
業
団
地
、
国
道
五
〇
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
よ
り
、
人
口
増
加
や

さ
ら
な
る
経
済
発
展
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
地
元
伊
勢
崎
市
を
よ
り
一
層

活
性
化
さ
せ
、
地
元
伊
勢
崎
市
か
ら
群
馬
県
を
さ
ら
に
元
気
に
し
て
参
り
ま
す
。

　『
活
力
あ
る
伊
勢
崎
か
ら
群
馬
を
元
気
に
‼
』の
信
条
の
下
、こ
れ
か
ら
も
県
政
発
展
に

精
一
杯
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
力
強
い
ご
支
援
、
ご
指
導
を
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

敬
具



原かずたかの
所属委員会
原かずたかの
所属委員会

●文教警察常任委員会 委員長 （今年度も委員長を拝命致しました。精一杯努めております！） 
●ぐんまの魅力づくりに関する特別委員会 委員
●議会運営委員会 委員

　県立藤岡特別支援学校は、特別支援学校未設置地域の解消のため、
平成26年度に県立みやま養護学校藤岡分校として開校し、平成27年
４月１日から単独校化された、単一障害、知的・肢体重複障害に対応した
小学部と中学部からなる学校です。

　小学部では、「１-楽しんで遊ぶ子を育成する。２-元気いっぱいに身体
を動かす子を育成する。３-自分の役割をがんばる子を育成する。４-人と
のかかわりを大切にする子を育成する。」を教育目標に、中学部では、
「１-意欲的に学習に取り組む
生徒を育成する。２-心身の健康
を大切にする生徒を育成する。
３-係活動や作業学習、自立活動
に進んで取り組む生徒を育成
する。４-身近な人との適切な
かかわりができる生徒を育成す
る。」を教育目標に定めています。

　また、現在、平成30年度の高
等部設置に向けての準備も開始
しています。

　今後の特別支援教育施策推
進にあたっての参考とするため、
当該学校の現状等について調査
を行いました。

文教警察常任委員会 県外調査（平成29年7月25日～27日）
新潟県・長野県

　新潟県立図書館は2015年で100周年を迎え、『ぶっくスワン』
の愛称で親しまれており、貴重書をはじめとした80万冊を超える豊富
な資料と抜群のロケーションにより、四季を眺めながらの読書を楽しめ
る等、利用者の利便性に配慮した魅力あるつくりになっており、魅力的
な図書館づくりの参考になりました。

　長野県では、長野県警を訪ね、御嶽山噴火の際の捜索活動の状況
を含む警察措置や、御嶽山の噴火によって新たに判明した、活火山を
抱える県の課題や問題点等を調査しました。本県でも長野県境に活火
山の浅間山及び草津白根
山が位置しており、両山と
もに火山活動は活発で、
将来の噴火の可能性は否
めない状況にあります。
この調査を元に有事の際
の活動へ役立てたいと考
えます。

▲ 本人中央左側

▲ 本人右から4人目

▲ 新潟県立図書館にて（本人中央）

▲  長野県警にて御嶽山噴火の捜索
　  活動を調査（本人左から2人目）

ぐんまの魅力づくりに関する特別委員会 県内調査（平成29年8月22日）
尾瀬国立公園（利根郡片品村）

　尾瀬国立公園は、湿原生態系としての価値が評価され、平成17年
11月、複数の湿地を移動する渡り鳥などの生き物や、その生態系を
国際的に守るために作られたラムサール条約湿地（正式名称：「特に
水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」）として登録
されました。

　また、平成19年8月には、オオシラビソ林や山地湿原など優れた自然
環境を有する会津駒ヶ岳と田代山・帝釈山の周辺地域を新たな国立
公園区域として編入し、新たな一つの国立公園、「尾瀬国立公園」として
指定されました。

　群馬県では、群馬の子供達
が一度は尾瀬を訪れ、ガイド
を伴った少人数のグループ
による質の高い自然体験を
通して、身近な自然を守る
ことの大切さ、ひいては地球
の環境を守ることの大切さを
学んでもらいたい、さらに、
ふるさとを愛する心を育んで
もらいたいという願いから、
平成20年度に「尾瀬学校」
を創設し、「尾瀬学校」による
環境学習を推進しています。

▲ 本人左から3人目

▲ 本人中央手前

ぐんまの魅力づくりに関する特別委員会 県外調査（平成29年9月5日～7日）
北海道

　ニセコ地区ではニセコマウンテンリゾート　グラン・ヒラフ、ニセコ
町役場を訪問。パウダースノーを売りにしたウィンタースポーツや、
恵まれた大自然を生かしたアウトドア体験等が注目を集め、国内外
から多くの観光客が訪れているこの地域の発信力やその手法を調
査して参りました。

　また、洞爺湖町・札幌市も訪問。洞爺湖農業組合では北海道では
初めてとなる広域合併農協として、環境との調和に配慮しながら安全
・安心・高品質な農畜産物を生産・供給する『クリーン農業』に取り
組む等、生産から流通までスト
ーリー性のある野菜づくりを
コンセプトに活動していました。

　これらの調査を参考に、本県
のブランド力の強化やぐんまの
魅力を国内外へ発信する手法
の参考にしたいと思います。

▲ 石屋製菓社内にて（本人左から3人目）

▲ グラン・ヒラフにて（本人右から2人目） ▲ ニセコ町民センター内にて（本人中央）

文教警察常任委員会 県内調査（平成29年9月1日）
群馬県立藤岡特別支援学校（藤岡市）
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